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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

中間連結会計期間
第51期

中間連結会計期間
第50期

会計期間

自2023年
　４月１日
至2023年
　９月30日

自2024年
　４月１日
至2024年
　９月30日

自2023年
　４月１日
至2024年
　３月31日

売上高 （千円） 17,349,633 25,552,506 36,575,140

経常利益 （千円） 6,308,632 8,470,129 12,500,881

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（千円） 4,356,177 5,124,549 8,585,986

中間包括利益又は包括利益 （千円） 6,486,317 5,165,786 12,363,808

純資産額 （千円） 65,380,624 76,652,548 71,254,036

総資産額 （千円） 76,234,202 87,000,083 83,956,902

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 260.69 281.58 499.89

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） 259.34 － 497.10

自己資本比率 （％） 85.7 88.1 84.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 3,813,171 6,812,362 6,447,673

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △506,927 △1,168,242 △1,636,290

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,849,706 △858,800 1,813,614

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 27,881,359 34,124,901 29,353,869

　（注）１．当社は、中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、第51期中間連結会計期間は潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループが営む事業内容について、重要な変更はありません。また、主要な関

係会社における異動もありません。

 

（事業系統図）

　当社及び当社の連結子会社が営む事業を系統図によって示すと、次のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）業績の状況

　当中間連結会計期間における我が国経済は、インバウンド需要の持続的な増加、雇用・所得環境の改善により、

緩やかな回復基調で推移しました。その一方で、ウクライナや中東地域等の地政学的リスクによる原材料価格の高

騰、歴史的な水準の円安の進行、人手不足等に起因する物価上昇により個人消費への影響が懸念されていることか

ら、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループはアミューズメント関連事業、スマートソリューション関連事業、ホテル・

レストラン関連事業の各事業を通じてお客様の「満足」を勝ち取るために新たな付加価値の追求をしてまいりまし

た。

　この結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高255億52百万円（前年同期比47.3％増）、営業利益79億96百万

円（同37.2％増）、経常利益84億70百万円（同34.3％増）、親会社株主に帰属する中間純利益51億24百万円（同

17.6％増）となりました。

　なお、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益は、すべてにおいて前年を上回り、当中

間連結会計期間の業績は過去最高を更新しました。

　セグメントの実績は次のとおりであります。

　なお、当中間連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。前年同期比較につきましては、前

年同期の数値を変更後のセグメント区分に組替えた数値で比較しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １ 中

間連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」をご参照ください。

　また、セグメント間の取引については相殺消去して記載しております。

 

[アミューズメント関連事業]

　アミューズメント関連事業の主要販売先であるパチンコ業界では、2024年７月の新紙幣発行に伴い、パチンコ

ホールにおける周辺設備の更新需要が高まりました。また、パチンコホールではスマート遊技機の導入が進み、特

にスマートパチスロ増台のための改装工事が活発化する等、パチスロ市場におけるスマートパチスロの普及率は

40％を超えました。一方、パチンコ市場においては、スマートパチンコの普及率は数％程度に留まっております

が、新たな規制に対応した遊技機の導入が始まったことから今後の市場拡大が期待されています。

　このような市場環境の中、当社グループではスマート遊技機専用ユニットを中心に、少人数でホール運営が可能

なパーソナルＰＣシステム（以下「パーソナル」）及び遊技データ等の収集・ＡＩ分析が可能な「マースユニコ

ン」等、豊富なラインナップを武器にトータルシステムでの提案・販売を行い、特にスマート遊技機専用ユニット

の販売は好調に推移いたしました。また、新紙幣対応に関しては、全国に広がるメンテナンス網を通じてソフト

ウェアのバージョンアップを迅速に実施するとともに大手チェーンを中心に周辺機器の入れ替えを促進してまいり

ました。さらに、７月には全国主要都市で５年ぶりとなる「2024マース新製品発表展示会」を開催し、新製品『Ｅ

ＶＯＡＬＬ（エヴォール）シリーズ』を発表いたしました。今後は、新製品を中心としたシステム販売を展開して

まいります。

　当中間連結会計期間におけるプリペイドカードシステム（パーソナルやスマート遊技機専用ユニットを含む）の

売上実績は50店舗、導入（実稼働）店舗数は累計1,436店舗（市場シェア23.8％）となりました。

　この結果、アミューズメント関連事業の売上高は、216億74百万円（前年同期比59.5％増）、セグメント利益は

79億53百万円（同38.2％増）となりました。

 

[スマートソリューション関連事業]

　スマートソリューション関連事業は、ＡＩ、ロボット、高度なデータ処理等の技術やＲＦＩＤの活用により、現

在のシステムと情報システムを融合し、作業の効率化や人材不足といった社会的課題を解決する製品やサービスを

生み出し続けていくことを使命としております。
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　主要販売先となる自動認識システム業界は、バーコードやＲＦＩＤを活用して製品の追跡や在庫管理の効率化を

図ることができるため、小売業や製造業など幅広い分野で活用されており、今後も新技術の導入や用途の拡大等、

市場の更なる成長が期待されております。

　このような状況の中、当社子会社の株式会社マーストーケンソリューションでは、需要の拡大が見込まれる画像

処理分野において新製品の開発に取り組んでまいりました。新製品の「ＶｉｓＡＩ（ビズアイ）」シリーズは、従

来目視や手作業で行われていた業務を省人化・半自動化し、安定した作業精度の向上と業務の効率化を実現するＡ

Ｉ画像認識システムで、今後の販売に注力してまいります。

　当社子会社の株式会社マースウインテックでは、ＩｏＴ冷蔵物販自販機や無人チェックイン端末等、省人化・無

人化を実現するシステム「Ｉｎｆｉｎｉｔｙ Ｓｔａｔｉｏｎ」シリーズを開発・販売してまいりました。

　この結果、スマートソリューション関連事業の売上高は、26億50百万円（前年同期比2.3％減）、セグメント利

益は２億18百万円（同7.1％減）となりました。

 

[ホテル・レストラン関連事業]

　ホテル業界ならびに外食業界は、社会経済活動の正常化により観光や外食の需要が回復に向かっており、特に円

安の影響を受けてインバウンド需要が大幅に拡大していることから、回復基調で推移しました。しかしながら、依

然として深刻な人手不足や原材料価格の高騰による運営コストの増加、観光客の大幅な増加で発生するオーバー

ツーリズムが課題となっており、今後の対応が求められています。

　このような状況の中、「マースガーデンホテル博多」及び「マースガーデンウッド御殿場」では、お客様に寄り

添った最高のホスピタリティの提供、マースガーデンクラブ会員獲得の強化やＳＮＳを活用したマーケティング戦

略を実施し、ロイヤルカスタマーの獲得に注力してまいりました。また、ダイナミックプライシングを活用した価

格戦略を展開し、収益の向上に取り組むとともに、アップセルやクロスセルを通じた客単価の向上にも取り組んで

まいりました。さらには、旅行代理店に対する営業活動を進め、集客に向けた販路の強化に努めてまいりました。

　レストラン事業では、東京銀座エリアの「銀明翠ＧＩＮＺＡ」及び「銀座松月」を中心に周年記念特別プランの

販売やアップセルを積極的に行い、質の高いおもてなしと料理を通じて、ブランド力の向上に努めてまいりまし

た。

　この結果、ホテル・レストラン関連事業の売上高は、12億27百万円（前年同期比17.0％増）、セグメント利益は

4百万円（前年同期は49百万円のセグメント損失）となりました。

 

(2）財政状態に関する分析

　当中間連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。

　当中間連結会計期間末の総資産は870億円となり、前連結会計年度末と比較して30億43百万円増加いたしまし

た。

　流動資産は519億47百万円となり、前連結会計年度末と比較して26億98百万円増加いたしました。その増加の主

な内訳は、現金及び預金が47億71百万円増加し341億24百万円となりました。

　固定資産は350億53百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億45百万円増加いたしました。その増加の主

な内訳は、建物及び構築物（純額）が９億24百万円増加し60億１百万円となりました。

　流動負債は80億25百万円となり、前連結会計年度末と比較して23億１百万円減少いたしました。その減少の主な

内訳は、支払手形及び買掛金が12億２百万円減少し31億36百万円、未払法人税等が12億２百万円減少し24億65百万

円となりました。

　固定負債は23億22百万円となり、前連結会計年度末と比較して53百万円減少いたしました。その減少の主な内訳

は、繰延税金負債が１億９百万円減少し７億49百万円となりました。

　純資産は766億52百万円となり、前連結会計年度末と比較して53億98百万円増加いたしました。その増加の主な

内訳は、利益剰余金が35億11百万円増加し616億13百万円、自己株式が10億70百万円減少し△85億13百万円となり

ました。

　自己資本比率は88.1％となり、前連結会計年度末と比較して3.2ポイント増加いたしました。

 

（キャッシュ・フローの状況）

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は341億24百万円となり、前連結会計年度末と比較し

て47億71百万円増加いたしました。

　当中間連結会計期間における「営業活動によるキャッシュ・フロー」は68億12百万円の収入（前年同期は38億13

百万円の収入）となりました。主な要因は、税金等調整前中間純利益75億32百万円等によるものです。
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　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は11億68百万円の支出（前年同期は５億６百万円の支出）となりまし

た。主な要因は、有形固定資産の取得による支出７億48百万円、投資有価証券の取得による支出４億19百万円等に

よるものです。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は８億58百万円の支出（前年同期は18億49百万円の収入）となりまし

た。主な要因は、配当金の支払額16億10百万円等によるものです。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありま

せん。

 

(5）研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、４億37百万円（前年同期比11.3％減）であ

ります。

当中間連結会計期間における主要な成果として、次の項目をあげることができます。

①　アミューズメント関連事業

当中間連結会計期間における主な成果はありませんが、主にプリペイドカードシステムや景品管理システム等

に関連する新製品の商品化を目指して開発を進めております。

②　スマートソリューション関連事業

画像検査・ＯＣＲ・バーコードすべてに対応したインターフェースを装備したエッジＡＩカメラ「ＶｉｓＡＩ

－Ｅｄｇｅ」を商品化。

③　ホテル・レストラン関連事業

この事業は、研究開発活動を行っておりません。

 

(6）生産、受注及び販売の実績

当中間連結会計期間において、アミューズメント関連事業の生産、仕入、受注、販売が著しく増加しておりま

す。これは主にスマート遊技機を中心に専用ユニット等の周辺設備に対する需要が拡大しているためであります。

詳細につきましては、「(1)業績の状況」をご参照ください。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 67,620,000

計 67,620,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
(2024年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(2024年11月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 22,720,000 22,720,000
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 22,720,000 22,720,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

当中間会計期間において、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権が以下のとおり行使さ

れております。

 
中間会計期間

（2024年４月１日から
2024年９月30日まで）

当該中間会計期間に権利行使された当該行使価額修正条項付新株予

約権付社債券等の数（個）
2,430

当該中間会計期間の権利行使に係る交付株式数（株） 243,000

当該中間会計期間の権利行使に係る平均行使価額等（円） 2,966.9

当該中間会計期間の権利行使に係る資金調達額（千円） 733,847

当該中間会計期間の末日における権利行使された当該行使価額修正

条項付新株予約権付社債券等の数の累計（個）
15,000

当該中間会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予約

権付社債券等に係る累計の交付株式数（株）
1,500,000

当該中間会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予約

権付社債券等に係る累計の平均行使価額等（円）
2,620.3

当該中間会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予約

権付社債券等に係る累計の資金調達額（千円）
4,131,232

（注）2024年６月３日開催の取締役会において、2023年６月26日に発行した行使価額修正条項付第１回新株予約権に

ついて、残存する本新株予約権の全部を取得するとともに、取得後直ちにその全部を消却することを決議し、

2024年６月18日に本新株予約権の取得及び消却をいたしました。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年４月１日～

2024年９月30日
－ 22,720 － 7,934,100 － 8,371,830

 

（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社イー・エムプランニング 東京都府中市新町１－11－14 2,170 11.76

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区赤坂１－８－１ 1,744 9.45

光通信株式会社 東京都豊島区西池袋１－４－10 959 5.20

松波　明宏 東京都武蔵野市 680 3.69

株式会社きらぼし銀行 東京都港区南青山３－10－43 663 3.59

松波　廣和 東京都国分寺市 505 2.74

松波　香代子 東京都国分寺市 505 2.74

公益財団法人マース奨学財団 東京都新宿区新宿１－10－７ 500 2.71

永井　美香 東京都府中市 432 2.34

株式会社三共 東京都渋谷区渋谷３－29－14 377 2.05

計 － 8,536 46.27

（注）上記のほか、自己株式が4,272千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 4,272,400 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,375,400 183,754 同上

単元未満株式 普通株式 72,200 － －

発行済株式総数  22,720,000 － －

総株主の議決権  － 183,754 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が6,300株（議決権の数63個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社マースグルー

プホールディングス

東京都新宿区新宿

１－10－７
4,272,400 － 4,272,400 18.80

計 － 4,272,400 － 4,272,400 18.80

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則

第１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,353,869 34,124,901

受取手形及び売掛金 ※２ 6,002,812 5,447,365

リース債権及びリース投資資産 420,918 445,185

有価証券 350,035 350,280

商品及び製品 5,051,742 4,450,765

仕掛品 326,269 313,765

原材料及び貯蔵品 6,230,298 5,017,121

その他 1,570,216 1,853,652

貸倒引当金 △57,271 △56,034

流動資産合計 49,248,890 51,947,002

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,077,238 6,001,955

土地 10,007,470 10,007,628

その他（純額） 1,003,762 402,372

有形固定資産合計 16,088,471 16,411,956

無形固定資産 323,054 346,942

投資その他の資産   

投資有価証券 16,600,901 15,907,686

退職給付に係る資産 49,974 58,711

その他 2,104,738 2,532,892

貸倒引当金 △459,126 △205,109

投資その他の資産合計 18,296,486 18,294,182

固定資産合計 34,708,012 35,053,080

資産合計 83,956,902 87,000,083

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 4,338,627 3,136,190

リース債務 240,783 224,789

未払法人税等 3,667,889 2,465,591

賞与引当金 431,123 468,476

その他 1,648,862 1,730,394

流動負債合計 10,327,285 8,025,440

固定負債   

リース債務 288,543 385,589

役員退職慰労引当金 195,480 172,360

資産除去債務 61,914 62,150

その他 1,829,642 1,701,994

固定負債合計 2,375,580 2,322,094

負債合計 12,702,865 10,347,535
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,934,100 7,934,100

資本剰余金 9,500,829 10,286,972

利益剰余金 58,102,153 61,613,928

自己株式 △9,584,281 △8,513,427

株主資本合計 65,952,801 71,321,573

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,926,520 4,975,226

退職給付に係る調整累計額 363,216 355,747

その他の包括利益累計額合計 5,289,737 5,330,974

新株予約権 11,497 －

純資産合計 71,254,036 76,652,548

負債純資産合計 83,956,902 87,000,083
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 17,349,633 25,552,506

売上原価 7,642,103 13,340,283

売上総利益 9,707,529 12,212,223

販売費及び一般管理費 ※ 3,880,983 ※ 4,215,866

営業利益 5,826,545 7,996,356

営業外収益   

受取配当金 392,633 447,210

その他 89,453 38,845

営業外収益合計 482,086 486,055

営業外費用   

為替差損 － 12,282

営業外費用合計 － 12,282

経常利益 6,308,632 8,470,129

特別利益   

投資有価証券売却益 81,267 27,194

特別利益合計 81,267 27,194

特別損失   

投資有価証券評価損 － 964,955

特別損失合計 － 964,955

税金等調整前中間純利益 6,389,900 7,532,368

法人税、住民税及び事業税 2,211,609 2,347,038

法人税等調整額 △177,886 60,780

法人税等合計 2,033,723 2,407,819

中間純利益 4,356,177 5,124,549

親会社株主に帰属する中間純利益 4,356,177 5,124,549
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 4,356,177 5,124,549

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,108,842 48,705

退職給付に係る調整額 21,297 △7,468

その他の包括利益合計 2,130,140 41,237

中間包括利益 6,486,317 5,165,786

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 6,486,317 5,165,786

 

EDINET提出書類

株式会社マースグループホールディングス(E02424)

半期報告書

14/24



（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 6,389,900 7,532,368

減価償却費 282,893 347,053

引当金の増減額（△は減少） 18,665 △241,021

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △8,737

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,695 －

受取利息及び受取配当金 △392,848 △447,960

投資事業組合運用損益（△は益） △17,757 △2,118

投資有価証券売却損益（△は益） △81,267 △27,194

投資有価証券評価損益（△は益） － 964,955

売上債権の増減額（△は増加） △207,867 555,447

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増

加）
24,281 △52,000

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,493,777 1,826,657

営業貸付金の増減額（△は増加） △130,021 50,514

仕入債務の増減額（△は減少） 1,665,417 △1,202,437

リース債務の増減額（△は減少） △42,278 81,051

その他 292,737 291,427

小計 4,320,772 9,668,006

利息及び配当金の受取額 392,848 447,960

法人税等の支払額 △900,449 △3,303,604

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,813,171 6,812,362

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △241,544 △748,174

投資有価証券の取得による支出 △567,910 △419,830

投資有価証券の売却による収入 414,815 56,872

その他 △112,287 △57,109

投資活動によるキャッシュ・フロー △506,927 △1,168,242

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △113 －

自己株式の売却による収入 2,400,555 760,898

配当金の支払額 △573,860 △1,610,448

新株予約権の発行による収入 23,125 －

その他 － △9,250

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,849,706 △858,800

現金及び現金同等物に係る換算差額 24,837 △14,287

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,180,787 4,771,032

現金及び現金同等物の期首残高 22,700,571 29,353,869

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 27,881,359 ※ 34,124,901
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【注記事項】

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）等を当中間連結会

計期間の期首から適用しています。

　従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算

定した額を損益に計上することとしていましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等

に応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計上

された法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応

する税額を損益に計上することとしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又は

その他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を算

定することが困難である場合には、当該税額を損益に計上しています。

　当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

 

（中間連結貸借対照表関係）

　１　営業債権に係る預り手形

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

リース債権及びリース投資資産に係る預り手形 360,251千円 241,335千円

 

※２　中間連結会計期間末日満期手形

　中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、前

連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の前連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末日残高に

含まれております。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

受取手形 103,124千円 －千円

支払手形 31,289 －

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2023年４月１日

　　至 2023年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日

　　至 2024年９月30日）

給与 1,469,033千円 1,480,785千円

賞与引当金繰入額 296,808 388,540

退職給付費用 92,500 36,197

貸倒引当金繰入額 2,836 －

役員退職慰労引当金繰入額 7,200 9,104

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

現金及び預金勘定 27,881,359千円 34,124,901千円

現金及び現金同等物 27,881,359 34,124,901
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前中間連結会計期間（自2023年４月１日 至2023年９月30日）

 

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 574,669 35.0  2023年３月31日  2023年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 2023年10月16日

取締役会
普通株式 1,053,689 60.0  2023年９月30日  2023年12月８日 利益剰余金

 

Ⅱ 当中間連結会計期間（自2024年４月１日 至2024年９月30日）

 

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,612,773 90.0  2024年３月31日  2024年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 2024年10月15日

取締役会
普通株式 2,213,707 120.0  2024年９月30日  2024年12月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

中間連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

アミューズ

メント

関連事業

スマート

ソリューション

関連事業

ホテル・

レストラン

関連事業

売上高       

外部顧客への

売上高
13,586,221 2,714,125 1,049,285 17,349,633 － 17,349,633

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

294,583 42,070 15,238 351,892 △351,892 －

計 13,880,805 2,756,195 1,064,524 17,701,525 △351,892 17,349,633

セグメント

利益又は損失

（△）

5,755,855 234,897 △49,353 5,941,399 △114,853 5,826,545

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△114,853千円には、セグメント間取引消去7,111千円及び

        各報告セグメントに配分していない全社費用等、△121,965千円が含まれております。

　　 ２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

中間連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

アミューズ

メント

関連事業

スマート

ソリューション

関連事業

ホテル・

レストラン

関連事業

売上高       

外部顧客への

売上高
21,674,011 2,650,852 1,227,643 25,552,506 － 25,552,506

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

269,205 36,379 22,337 327,921 △327,921 －

計 21,943,216 2,687,231 1,249,980 25,880,428 △327,921 25,552,506

セグメント利益 7,953,688 218,283 4,111 8,176,083 △179,726 7,996,356

(注) １．セグメント利益の調整額△179,726千円には、セグメント間取引消去6,974千円及び各報告セグメント

        に配分していない全社費用等、△186,701千円が含まれております。

　　 ２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　２．報告セグメントの変更に関する事項

　当中間連結会計期間より、「アミューズメント関連事業」セグメントの定義の見直しを行った結果、

「アミューズメント関連事業」セグメントに含まれていた株式会社マースウインテックの事業の一部を

「自動認識システム関連事業」セグメントに含めて記載する方法に変更しております。

　それに伴い、報告セグメントの名称を「自動認識システム関連事業」から「スマートソリューション関

連事業」に変更しております。

　なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。

 

（金融商品関係）

当中間連結会計期間末（2024年９月30日）

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。

 

（有価証券関係）

　当中間連結会計期間末（2024年９月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社マースグループホールディングス(E02424)

半期報告書

19/24



（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　　至　2023年９月30日）

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

アミューズ

メント

関連事業

スマート

ソリューション

関連事業

ホテル・

レストラン

関連事業

アミューズメント関連製品
及びアフターサービス

11,868,041 － － 11,868,041

アミューズメント関連
データ管理

1,525,486 － － 1,525,486

自動認識システム関連ＲＦＩＤ
及びバーコード製品等

－ 2,468,980 － 2,468,980

自動認識システム関連
Ｘ線検査装置

－ 245,145 － 245,145

ホテル・レストラン関連事業 － － 1,049,285 1,049,285

顧客との契約から生じる収益 13,393,528 2,714,125 1,049,285 17,156,940

その他の収益 192,693 － － 192,693

外部顧客への売上高 13,586,221 2,714,125 1,049,285 17,349,633

 

当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　　至　2024年９月30日）

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

アミューズ

メント

関連事業

スマート

ソリューション

関連事業

ホテル・

レストラン

関連事業

アミューズメント関連製品
及びアフターサービス

19,925,383 － － 19,925,383

アミューズメント関連
データ管理

1,543,206 － － 1,543,206

自動認識システム関連ＲＦＩＤ
及びバーコード製品等

－ 2,343,266 － 2,343,266

自動認識システム関連
Ｘ線検査装置

－ 307,585 － 307,585

ホテル・レストラン関連事業 － － 1,227,643 1,227,643

顧客との契約から生じる収益 21,468,589 2,650,852 1,227,643 25,347,085

その他の収益 205,421 － － 205,421

外部顧客への売上高 21,674,011 2,650,852 1,227,643 25,552,506
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２．報告セグメントの変更に関する事項

　当中間連結会計期間より、「アミューズメント関連事業」セグメントの定義の見直しを行った結果、「アミューズメ

ント関連事業」セグメントに含まれていた株式会社マースウインテックの事業の一部を「自動認識システム関連事業」

セグメントに含めて記載する方法に変更しております。

　それに伴い、報告セグメントの名称を「自動認識システム関連事業」から「スマートソリューション関連事業」に変

更しております。

　なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示してお

ります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

(1) １株当たり中間純利益 260円69銭 281円58銭

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 4,356,177 5,124,549

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益(千円)
4,356,177 5,124,549

普通株式の期中平均株式数(株) 16,710,353 18,199,024

(2) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益 259円34銭 －

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益調整額(千円) － －

(うち支払利息(税額相当額控除後)(千円)) － －

普通株式増加数 86,811 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　（注）当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2024年10月15日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………2,213,707千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………120円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2024年12月10日

（注）　2024年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2024年11月８日

株式会社マースグループホールディングス

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　松　 亮　一

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉　江　 俊　志

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マース

グループホールディングスの2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１

日から2024年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結

包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社マースグループホールディングス及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
 

以　上

 
 
（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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